
 

環境厚生常任委員会 
 

日 時  令和元年５月２８日（火） 
午後１時３０分 ～ 

場 所  第３委員会室 
 
１ 開 議 

 
 
２ 行政視察の総括について 

 

 

３ その他 



視察先 鹿児島県大崎町 人口 13,051 人 面積 100.67 ㎢ 

視察日時 令和元年５月２０日（月）14：30～ 

視察等の名称 ○ごみ減量の取り組みについて 
視察の目的 大崎町では、住民参加を中心とした２７品目分別による一

般廃棄物の持続可能なリサイクル事業経営と合わせ、ごみ分

別によるコミュニケーションを通じた高齢者・定住外国人と

の多文化共生コミュニティ形成、リサイクルの概念を活用し

た環境・グローバル人材育成事業を実施している。こうした

取り組みが実を結び、８０％以上のリサイクル率を達成する

とともに、１２年連続リサイクル率日本一を達成している。 
亀岡市では、ゼロエミッション計画に基づいて、人と環境

にやさしい資源循環型のまちづくりを進めているところであ

り、大崎町の取り組みを学び、今後の環境行政の参考とする。 
視察等の概要 ○ごみ減量の取り組みについて 

 「混ぜればごみ、分ければ資源」を合言葉に２７品目の分

別を実施。８０％を超えるリサイクル率（１２年連続日本一）

を達成。 
 
大崎リサイクルシステムのはじまり 
・大崎町には焼却施設がなく、埋立処分場の残余年数の逼迫

が課題となっていた。 
・焼却炉の建設や新たな埋立処分場の建設を検討していたが、

建設費や維持費の問題、周辺住民の反対により断念。既存

の埋立処分場の延命化に向け、分別ルールの策定・住民へ

の説明に取り組むこととなった。 
 
行政の役割 
・システム（法律）整備 
・分別品目の決定 
・収集したごみの出口（最終処分先）確保 
・ごみ出し日、時間、場所、収集ルートの決定 
・地域リーダーを決めて指導 
・環境学習会の開催 
分別を開始する際、１５０の地域で約４５０回の説明会を

開催。現在でも年１回、１５０の地域リーダーへの研修会を

開催している。 
 
 



住民の役割 
・家庭・事業所において、ごみをきれいに分別 
・分別したごみをステーションで種類ごとに出す 
 
企業の役割 
・行政の委託によるごみの回収 
・ごみの検査（検査後は商品として出荷） 
 
大崎リサイクルシステムのメリット 
①埋立処分場の延命化 
・大崎町のごみ量の推移 
平成１０年：４，３８２ｔ→平成２９年：７０８ｔ 
（約８４％削減） 

②１人当たりのごみ処理経費の削減 
・平成２９年度１人当たりごみ処理事業経費 
全国平均：１５，５００円 
大崎町 ： ７，７００円 

③資源ごみ売買益金の発生（平成２９年度：７９６万９千円） 
④雇用の増加 
 
ごみ出し困難者対策事業 
・ごみ出しが困難な一人暮らしの高齢者や障害者の方などを

対象に、分別されたごみを戸別回収する。 
 
リサイクル未来創生奨学パッケージ 
・住民力によるリサイクル事業から得た収益を活用し、子ど

もたちが世界各地で活躍し、大崎町に戻ってさらに活躍す

ることを支援するために創設した仕組み。 
 

 
  



視察先 鹿児島県志布志市 人口 31,496 人 面積 290.28 ㎢ 

視察日時 令和元年５月２１日（火）10：00～ 

視察等の名称 ○ごみ減量の取り組みについて 
視察の目的 志布志市は、大崎町と同様に市民の協力によるごみの分別

の推進により、約８０％の埋め立てごみの減量を達成し、埋

立処分場の延命化も図られている。焼却を行わず、ごみ分別

により埋立ごみを減らす共生協働の先進的な取り組みは「志

布志モデル」と呼ばれており、本市の取り組みの参考とする。 
視察等の概要 ○ごみ減量の取り組みについて 

 市民の全面的な協力を得て、平成１８年から本格的に分別

収集を開始。「自分の出したごみに責任を持つ」という意味か

ら、ごみ袋には必ず名前を書いてもらっている。 
確実なごみ出しを行うために、平成１８年度に志布志市衛

生自治会を組織。衛生自治会は「自分たちの地域は、自分た

ちで守る」という姿勢をベースに、「①環境学習の実施」「②

確実なごみ出しの定着化」「③美化作業の実施」を主な目的と

して、行政と協働して環境問題に取り組んでいる。市内に居

住する人は、それぞれの衛生自治会に加入し、各世帯は、そ

れぞれの決められたごみステーションに資源ごみ、生ごみ、

一般ごみを排出し、ごみステーションの管理運営についても

各衛生自治会会員で行っている。 
 

志布志市の分別収集 
①資源ごみ 
平成１２年度から月１回収集、各世帯はそれぞれのごみス

テーションに排出。個人等の都合で各衛生自治会に加入でき

ない世帯や居住する家屋が狭い世帯のために、市営駐車場に

おいても収集している。収集後は中間処理の後にリサイクル

される。 
②生ごみ 
平成１６年度から週３回収集。各世帯はそれぞれのごみス

テーションに排出。収集は「第一に自分で処理を、できない

人は生ごみだけを分別し、水を切って出す」ことを基本とし

ている。収集後は、草木と混ぜ合わせ「循ちゃん堆肥」を製

造している。 
③粗大ごみ 
「①粗大ごみ収集場所の景観・安全性」「②リユース・固形

燃料（ＲＰＦ）」「③埋立ごみ減量化」「④出したごみに責任を



持つ」といった観点から平成１９年７月から戸別回収を開始。 
④一般ごみ 
週１回収集。各世帯はそれぞれのごみステーションに排出。

収集後は、清掃センターに直接埋め立てる。 
 

小型家電を本格的に回収（平成２５年４月～） 
・資源回収用コンテナに入る大きさのもので、電池又はコン

セント電源の電子電気機器を回収（家電リサイクル対象機

器は除く） 
・回収実績 
平成２３年：４０４㎏→平成２９年：６１，８２４㎏ 

・環境省「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェク

ト」ノルマ達成 
 

志布志市のごみ処理経費（平成２９年度決算） 
○ごみ処理関係にかかった費用 ３億５，０７０万円 
○市に分別して入ってきたお金   ２，１１１万円 
（収入の主な内訳） 
①資源売払い金等          １，２８５万円 
②指定ごみ袋・エコ商品販売       ４７９万円 
③有償入札拠出金再商品化合理化拠出金  ３４７万円 

・年間一人当たりごみ処理経費  
 全国平均 １５，６００円 
 志布志市 １１，２４５円 
（収入を勘案すると一人当たり１０，５６８円） 

 
ごみ出しの考え方 
①自助 
 本人もしくは家族の協力による排出 
 「混ぜればごみ、分ければ資源」 
 「面倒くさいのススメ」 
②共助 
 自治会等の地域の支援による排出 
 「同じ時間に教え合って」 
 「おやっとサービス事業（社協ボランティア）」 
③公助 
 行政支援による排出 
 「ごみ出し困難者対策事業」 



 「分別お助け隊事業」 
 
環境学習会の開催 
「いつでも、どこでも」をキーワードに、①分ければ資源、

混ぜればごみ、②最終処分場の問題、焼却炉の耐用年数、③

地球温暖化、④水保全の重要性、⑤安心安全を追及する農畜

水産物、⑥市民の環境に対する取り組みの必要性等をテーマ

に平成３０年度は７２件開催。（参加者１，１３２人） 
 

使用済みおむつの再資源化 
平成２８年１２月に大手おむつメーカーのユニチャーム㈱

と地元の㈲そおリサイクルセンターと志布志市の３者で協定

を締結し、実証実験及びモデル回収を実施している。令和２

年度中の市内全域での分別回収及び再資源化施設の稼働を目

指す。 
 

 
  



視察先 鹿児島県いちき串木野市 人口 27,833 人 面積 112.30 ㎢ 

視察日時 令和元年５月２２日（水）10：00～ 

視察等の名称 ○いちき串木野電力について 
視察の目的 亀岡市では、平成３０年１月３１日に「亀岡ふるさとエナ

ジー株式会社」を設立し、地産地消型の地域新電力事業の実

施するとともに、その収益を使い、まちづくりに資する新事

業を展開している。いちき串木野市では、平成２８年２月に

「株式会社いちき串木野電力」を設立し、エネルギーの地産

地消を基盤として、多くの市民・事業者が活動に参加し、共

生・協働で地域課題を解決し、住民福祉の向上につなげるこ

とを目的に事業を展開しており、その事例を学び、参考とす

る。 
視察等の概要 ○いちき串木野電力について 

・平成２８年２月１９日設立 
・資本金 １，０００万円 
・趣旨 
  電力自由化を機に地域外に出ている消費電力（約３０億

円）を地域内に取り込み、電力料金軽減だけでなく、住民

サービス・地域活性化・災害対応など市民生活の向上を目

指す「環境維新のまちづくり」を推進する。 
・手法 
  公共施設、事業者、一般家庭向けの電力料金を引き下げ、

収益の一部を子育て支援・高齢者支援など生活サービス事

業に活用する。 
 
はぐくみ応援プラン 
２歳未満の子どもがいる家庭を対象に基本料金を無料とし

ている。現在の契約数は７８件。（いちき串木野市の出生数は

年間約２００人） 
 
公民館運営支援事業 
・公民館に対して、公民館運営費として、年間５，０００円

を寄附 
・公民館の各世帯がいちき串木野電力と契約すると、公民館

支援費として、１世帯当たり年間２００円を寄附 
 

 


